
名四カントリークラブ

一般の罰（2罰打）

(ａ) アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。

(ｂ) アウトオブバウンズに止まったり、そのアウトオブバウンズを超えて止まった球は、他のホールではイン

バウンズとなるコースの別の部分に止まったとしてもアウトオブバウンズである。

　2.ペナルティーエリア（規則17）

(ａ) ペナルティーエリアは、イエローペナルティーエリアを黄杭または黄線、レッドペナルティーエリアは赤杭

(ｂ)

　3.異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則16）

(ａ) 修理地

1）白線で囲まれ青杭で標示してある区域

　 （ロープで囲んだ区域はプレー禁止の修理地とする）

2）パッティンググリーン上、あるいはフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリアの部分に

   あるヤーデージ用にペイントされた線や点は修理地として扱われ、規則16.1に基づく救済を受ける

   ことができる。ヤーデージ用のペイントがプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は存在

　 しない。

(ｂ) 動かせない障害物

1）人工の素材で作られたＵ字排水溝は動かせない障害物として扱う。カート道路に沿って設置されて

   いる排水路はジェネラルエリアの動かせない障害物として扱われ、そのカート道路の一部である。

2) 電磁誘導カート用道路及び、2本の人工の表面をもつ軌道は、全幅をもってカート道路とみなす。

　  球がこのカート道路上にある場合や、意図するスイング区域がこのカート道路で障害となる場合、

　　プレーヤーは規則16.1b に基づいて罰なしの救済を受けなければならない。

　　ただし意図するスタンス区域だけが障害となる場合、救済を受けるか、あるがままプレーするかは、

　　プレーヤーの選択である。

　4.不可分な物

コース内の樹木保護のための巻物施設は不可分な物であり、罰なしの救済は認められない。

  5. クラブと球の規格

(ａ) 適合ドライバーヘッドリスト：ローカルルールひな型G-1を適用する。

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格

(ｂ) 溝とパンチマークの仕様：ローカルルールひな型G-2を適用する。

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格
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と競技会場で追加または修正したローカルルールが適用されます。下記に参照するローカルルールの全文に

ついては2023年発効の「ゴルフ規則のオフィシャルガイド」を参照すること（www.jga.or.jp で閲覧可）。

別途規定されている場合、または適用規則が明示されている場合を除き、ローカルルールの違反の罰は：

ロ ー カ ル ル ー ル と 競 技 の 条 件

　1. アウトオブバウンズ（規則18.2）

または赤線をもって、その限界を定める。線と杭が併用されている場合は、線がその限界を定める。

レッドペナルティーエリアにおいては、プレーヤーは規則17.1dに基づく追加救済の選択肢として、ホール

から等距離にある反対側で救済を受けることができる。



(ｃ) 適合球リスト：ローカルルールひな型G-3を適用する。

このローカルルールの違反に対する罰：失格

(d) 壊れた、または著しく損傷したクラブの取り換え:ローカルルールひな型G-9を適用する。

ローカルルール違反の罰：規則4.1ｂ参照

(e) ストロークを行うとき、プレーヤーはパターを除き46インチの長さを超えるクラブを使ってはならない。

ローカルルールひな型G-10を適用する。

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格

  6．険悪な気象状況によるプレーの中断（規則5.7）

次の信号がプレーの中断と再開に使われる。

　　　　即時中断 1 回の長いサイレン　または　カートナビのメッセージ

　　　　中断 3 回の短いサイレン　または　カートナビのメッセージ

　　　　プレーの再開 2 回の短いサイレン　または　カートナビのメッセージ

注意： 危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開

するまで閉鎖される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、

それでも練習を止めない場合には失格となることがある。

　7．練習（規則5）

(ａ)  ラウンド前とラウンドとラウンドの間の練習（規則5.2）

規則 5.2b は次の通り修正する。

プレーヤーは、ラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コースで練習してはならない。

ただし、指定練習区域を除く。

(ｂ)  ホールとホールの間の練習（規則 5.5b）

規則 5.5b は次の通り修正する。

二つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。

 ・ 終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。

・ 終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッティング

　グリーン面をテストする。 

  8. キャディー

規則10.3aは次のように修正される。

プレーヤーはラウンド中に競技委員会が指定したもの以外を自分のキャディーとして使ってはならない。

本条件の違反の罰は、ローカルルールひな型Ｈ-１.２を適用

※なお、プレー形式は共有のキャディーとする。 

 9．スコアカードの提出（規則3.3b）

プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に

提出されたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤーは

スコアリングオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。

10．競技の結果 － 競技の終了

本競技は競技委員長の成績発表をもって終了する。

11． 競技の短縮

委員会は、コースの状況により適正なるプレーが不可能と判断した時、競技規定に定めてあるラウンド

数を短縮することができる。

12． 委員会の裁定

委員会はローカルルールを修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は

最終である。



1.

2. 練習は指定練習場にて行い、打撃練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は
1人１箱（24球）を限度とする。
また、指定練習場の使用は午前中のみとし、午後からの使用は禁止する。

3.

4.

5.

6. 服装については名四カントリークラブの規定に従うこと。
ホームページ（トップページURL)　　http://www.meiyon.com/

7.  バッグは口径9.5インチ、重量は13キロを超えないこと。
  尚、サブバッグの使用は禁止する。

追記
1. レストランは、午前6時00分よりオープンします。
2. 練習場は、午前6時00分よりオープンします。

選手権の部

ホール 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＯＵＴ

ヤード 370 155 410 510 395 360 525 175 365 3,265

パー 4 3 4 5 4 4 5 3 4 36

ホール 10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN

ヤード 395 400 345 170 515 370 150 480 375 3,200

パー 4 4 4 3 5 4 3 5 4 36

年代別の部・アンダーハンディの部

ホール 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＯＵＴ

ヤード 350 135 300 415 355 320 420 150 340 2,785

パー 4 3 4 5 4 4 5 3 4 36

ホール 10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN

ヤード 385 320 290 150 380 310 150 400 330 2,715

パー 4 4 4 3 5 4 3 5 4 36

尚、練習ラウンドは１個の球でプレーすること。

会場：名四カントリークラブ　　　ＴＥＬ：059-332-2971

9ホール終了後、水分補給と着替えのため15分程度の休憩を設ける。

注 意 事 項

パッティンググリーンに著しく損傷を与えるシューズは、使用禁止とすることがある。

指 定 練 習 日

7月24日（木）、7月25日（金）、7月30日（水）のうち、2日間は会員並扱いとする。

指定練習日の練習グリーンの使用は午前中のみとし、午後からの使用は禁止する。

指定練習日のスタート時間は前もって名四カントリークラブに予約すること。

緊急時以外コース内での携帯電話の通話は禁止する。

プレー中、帽子（バイザー可）を着用すること。

競技委員長　　内田　淳二

本 競 技 距 離 表

6,465ヤード　　パー72

5,500ヤード　　パー72


